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こ
の
た
び
、
教
育
委
員
会
、
村

役
場
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
広

報
に
学
校
の
枠
を
と
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
学
校
開
放
や
説
明
責
任

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
少
し
で
も

「
お
ら
が
学
校
」
の
様
子
を
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
学
校
行

事
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
、
小

学
校
と
中
学
校
が
交
互
に
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。

◆
校
内
研
究
で
は
何
を
？

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
子
を

育
て
る
　

※
教
師
の
投
げ
か
け
の
工
夫
と

実
践
を
通
し
て

◆
学
校
の
様
子

五
年
生
二
十
四
名
は
、
学
校
キ
ャ

ン
プ
に
お
い
て
、
鳥
の
観
察
会
を
善

之
木
の
野
鳥
ふ
れ
あ
い
広
場
で
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
十
五
種
類
の
野
鳥
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
日

は
、
自
然
観
察
会
を
実
施
し
、
森
の

コ
テ
ー
ジ
か
ら
的
様
ま
で
の
自
然
に

つ
い
て
学
習
い
た
し
ま
し
た
。
講
師

の
中
川
雄
三
さ
ん
、
出
羽
公
昭
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

道
志
小
学
校
（
第
一
号
）

学校便り道志小学校紹介

◆
道
志
小
学
校
の

学
校
教
育
目
標
は
？

ど
＝
ど
う
し
て
か
な
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
考
え
る
子

う
＝
運
動
大
好
き
、
元
気
な
子

し
＝
自
然
も
大
好
き
、
村
に
誇

り
が
持
て
る
子

が
＝
が
ん
ば
り
が
ま
ん
、
最
後

ま
で
や
り
ぬ
く
子

わ
＝
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
た
や
さ

ぬ
子

道
志
小
学
校
の
学
校
農
園
は
、
体
育

館
の
東
側
に
あ
り
ま
す
。
今
年
も
、

収
穫
の
時
期
を
む
か
え
ま
し
た
。
生

活
科
や
理
科
等
の
授
業
で
、
子
ど
も

た
ち
は
一
生
懸
命
に
世
話
を
し
て
き

ま
し
た
。
農
園
で
は
、
各
学
年
次
の

よ
う
な
も
の
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

一
年
生

二
十
日
大
根

ミ
ニ
ト
マ
ト

二
年
生

ミ
ニ
ト
マ
ト

イ
ン
ゲ
ン
豆
等

三
年
生

と
う
も
ろ
こ
し

コ
ス
モ
ス
等

四
年
生

ヘ
チ
マ

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

五
年
生

ジ
ャ
ガ
イ
モ

イ
ン
ゲ
ン
豆

六
年
生
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等

◆
道
志
小
学
校
の
歴
史
？

本
校
は
明
治
八
年
に
長

幡
学
校
と
し
て
開
校
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
道
志
、

善
之
木
、
唐
沢
小
学
校
と

久
保
分
校
と
な
り
、
平
成

十
一
年
四
月
か
ら
新
生
道

志
小
学
校
と
な
り
、
平
成

十
三
年
に
校
歌
・
校
旗
を

制
定
し
ま
し
た
。
現
在
各

学
年
一
学
級
で
、
全
校
生

徒
百
二
十
名
、
職
員
十
一

名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。



去
る
、
七
月
二
十
二
日
午

後
一
時
三
十
分
〜
三
時
ま
で

山
梨
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
巡
回
相
談
、
ミ
ニ
講

座
が
道
志
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
道
志
村
の
高
齢
者

学
級
の
方
々
と
一
人
暮
し
を

対
象
に
「
相
続
と
遺
言
に
つ

い
て
」
弁
護
士
の
永
嶋
実
先

生
の
講
座
が
開
か
れ
、
質
問

す
る
人
や
、
熱
心
に
話
し
を

き
く
人
な
ど
時
間
の
た
つ
の

を
忘
れ
、
有
意
義
な
講
座
で

あ
っ
た
と
参
加
者
の
方
は
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
道

志
村
に
き
て
下
さ
い
と
御
礼

の
言
葉
を
述
べ
る
。

平成14年８月１日（8）

七
夕
は
奈
良
時
代
か
ら
日
本
人

が
星
を
祭
る
年
中
行
事
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
由
来
に
つ
い
て
は
、
天
の

川
の
両
岸
に
あ
る
牽
牛
星
と
織
女

星
が
年
に
一
度
相
会
す
る
と
い
う

日
本
伝
来
の
風
習
で
す
。

七
月
七
日
に
は
庭
前
に
供
物
を

し
、
葉
竹
を
立
て
五
冊
に
い
ろ
い

ろ
の
願
い
事
を
書
い
て
、
そ
の
願
い

が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し

た
そ
う
で
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
恒
例
の

七
夕
飾
り
を
、
七
月
十
日
保
育
園
児

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
々
に

よ
り
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
も
童
心
に
返

り
、
園
児
た
ち
と
和
や
か
な
会
話
を

し
な
が
ら
葉
竹
に
短
冊
な
ど
飾
り
付

け
を
す
る
姿
は
、
ほ
ん
と
に
幸
せ
い

っ
ぱ
い
の
様
で
し
た
。

ま
た
、
飾
り
付
け
後
に
は
、
み
ん

な
で
歌
や
、
遊
技
を
行
な
う
。

最
後
は
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
う
な
ど
、
楽
し
い
一
日
で
あ
っ

た
と
同
時
に
明
日
へ
の
活
力
に
な
っ

た
事
で
し
ょ
う
。

全員でハイポーズ

願いごとが叶いますように

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と

保
育
園
児

山梨県高齢者総合相談センター巡回相談・ミニ講座

七
夕
祭
り
を
楽
し
む

「「「「道道道道志志志志村村村村福福福福祉祉祉祉セセセセンンンンタタタターーーー」」」」でででで開開開開催催催催さささされれれれたたたた

永 嶋　 実 弁護士

講座を受ける参加者



（9）

七
月
十
七
日
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
屋
内
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
心
肺

蘇
生
法
等
の
練
習
を
実
施
し
、
体

育
指
導
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

私
達
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か

予
測
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
に
行
く

ま
で
に
家
庭
や
職
場
で
で
き
る
手

当
て
や
プ
ー
ル
で
溺
れ
た
り
、
喉

に
お
餅
を
詰
ま
ら
せ
た
と
き
の
よ

う
に
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て
心

臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
と
き
に
、
救
急
車
が
く
る

七
月
十
三
日
都
留
市
文
化
ホ
ー
ル
に
お

い
て
市
町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る
全
国

リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
２
年
ｉ
ｎ

山
梨
が
開
催
さ
れ
道
志
村
か
ら
も
村
議
会

議
員
や
、
職
員
も
出
席
し
ま
し
た
。

支
援
本
部
員
も
務
め
る
横
内
正
明
衆
議

院
議
員
や
、天
野
建
知
事
ら
が
あ
い
さ
つ
、

横
内
衆
議
院
議
員
は
「
合
併
手
続
き
に
二

十
二
ヵ
月
は
か
か
る
た
め
、
合
併
特
例
法

の
期
限
法
の
期
限
を
考
え
る
と
こ
の
一
年

が
正
念
場
と
な
る
」
と
論
議
の
活
発
化
を

呼
び
掛
け
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、
高
部
正
男
総
務
省
大
臣
官
房
審

議
官
や
開
催
地
の
小
林
義
光
都
留
市
長
、

富
沢
町
と
合
併
を
推
進
す
る
小
沢
介
三
南

部
町
長
ら
五
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
、
小
林
市
長
は
今
後
の
自
治
体
の
在
り

方
に
つ
い
て
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
型
の
職
員
が

求
め
ら
れ
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
機
能
を
持

つ
こ
と
も
大
切
」
と
語
る
。
ま
た
出
席
者

か
ら
は
「
合
併
し
な
い
自
治
体
は
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
」「
地
方
交
付
税
は
減
少

す
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
出
た
。
こ
れ

に
対
し
高
部
大
臣
官
房
審
議
官
は
「
交
付

税
を
今
ま
で
通
り
配
分
す
る
の
は
難
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
合
併
の
是
非
は
二
十
年

後
三
十
年
後
住
民
の
望
む
サ
ー
ビ
ス
が
今

の
ま
ま
で
も
提
供
し
て
い
け
る
の
か
を
よ

く
考
え
て
判
断
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
答

え
た
。

「市町村合併をともに考える全国リレー
シンポジウム2002年 i n 山梨」

都留市文化ホールで開催され道志村
からも村議会議員や、職員も出席

ま
で
何
ら
か
の
処
置
を
し
な
い
と

命
は
助
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当

て
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
、
都
留
市
消
防
署
消
防

士
長
で
も
あ
り
、
現
在
体
育
指
導

委
員
長
を
勤
め
る
佐
藤
文
男
氏
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

現
在
、
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
や
各
種

教
室
等
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

応急手当講習実施

挨拶をする天野知事

講習を受ける体育指導員



こ
の
度
、
子
育
て
支
援
事
業
の
一
貫
と
し

て
情
操
教
育
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
考
え
花

づ
く
り
を
計
画
し
取
り
組
み
を
行
い
都
留
地

区
更
正
保
護
婦
人
会
の
協
力
に
よ
り
沢
山
の

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
一
回
目
と
し
て
保
育
所
に
花
を
贈
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。更

正
保
護
婦

人
会
で
は
こ
れ

か
ら
も
、
継
続

し
て
子
育
て
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

平成14年８月１日（10）

佐藤貴栄子さんから長田蘭子保育士へ

山
梨
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
山
梨

県
警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
区
分

警
察
官
Ｂ(

男
性
・
女
性
）

●
試

験

日

九
月
二
十
二
日
(日)

●
場

　

所

山
梨
学
院
大
学

●
受
験
資
格

大
学
卒
業(

見
込
み
を
含

む)

以
外
の
方
で
、
昭
和
四
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

●
申
込
み
受
付
期
限

八
月
二
十
三
日
(金)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
警
察
本
部
　
警
務
課

☎
〇
五
五
―
二
三
五
―
二
一
二
一

（
内
線
二
六
三
三
）

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
次

の
日
程
で
能
力
開
発
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

表
計
算
ソ
フ
ト
・
初
級

●
日
　
程

九
月
十
七
日
・
十
九
日
・
二
十
日
・

二
十
四
日
・
二
十
六
日
・
二
十
七
日

●
時
　
　
間

午
後
六
時
〜
八
時
五
十
分

●
定
　
　
員

二
十
名

●
受

講

料

二
千
百
円

●
受
付
期
間

八
月
一
日
か
ら
開
講
日
の
一
週
間
前
ま

で(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

☎
四
三
―
八
九
一
一

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安

全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉

○
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！

（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！

○
掛
金
は
金
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補

助
し
ま
す
！

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉

○
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
山
梨
県
支
部

☎
〇
五
五(

二
三
五)
四
四
六
一

山
梨
県
警
察
官
募
集

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

能
力
開
発
講
座

水
族
館
の
魚
や
周
囲
の
自
然
を
描
き
な

が
ら
、
そ
の
生
態
や
自
然
を
観
察
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
期
　
間

八
月
一
日
（木）
〜

八
月
三
十
一
日
（土）

（
毎
週
火
曜
日
休
館
）

●
時
　
間

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
五
時

●
場
　
所

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

（
忍
野
村
）

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

「
写
生
大
会
」

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
は
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
高

齢
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
共
に
、
適

切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の

作
成
な
ど
を
行
う
専
門
職
で
す
。

◆
試

験

日

十
月
二
十
七
日
（日）

◆
試
験
会
場

山
梨
学
院
大
学（
甲
府
市
）

◆
受
験
資
格

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

で
原
則
と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験

が
あ
る
人

介
護
支
援
専
門
員
実
務
受
講
試
験

◆
受

験

料

七
、
一
八
〇
円

◆
試
験
案
内
配
付

市
町
村
、
各
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

◆
申
込
受
付

八
月
十
九
日
（月）
〜

八
月
三
十
日
（金）

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
長
寿
社
会
課

☎
〇
五
五(

二
二
三)

一
四
五
五

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
〇
五
五(

二
五
四)

八
六
一
〇

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
〇
五
五
四(

五
二)

二
〇
七
四

道
志
村
更
生
保
護
婦
人
会

保
育
所
に
花
を
贈
る

●
対
　
象

全
入
館
者

●
内
　
容

水
族
館
の
魚
や
周
囲
の
風
景

の
ス
ケ
ッ
チ

●
参
加
費

無
料

●
応
募
方
法

水
族
館
受
付
に
て
申
し
込
み

●
そ
の
他

優
秀
作
品
は
表
彰
し
、
記
念
品(

図
書

券)

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館
　

☎

〇
五
五
五
―
二
〇
―
五
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
五
五
―
二
〇
―
五
一
四
〇
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郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

各コースお申込みは、郡内の商工会議所・商工会・中小企業支援センターへ申込書・電話・FAX等でお願いします。

郡内地域中小企業支援センター
山梨県都留市上谷3-6-38 都留市商工会内　 0554-43-1570

申込先／直通0554-43-7444 FAX0554-45-1644 (全コース受講・相談無料です）

新しく独立や開業を希望のサラリーマン・OL・主婦・学生の皆さん
経営革新をしたい中小企業者、開業まもない経営者に対応します.平平平平成成成成11114444年年年年度度度度 第第第第1111回回回回

■ミニ創業塾
定　員 30名
と　き 8月19日(月)・21日(水)・23日(金) 午後6：30～6：30 費用／無料
ところ 富士吉田商工会議所　2階大ホール

（※3日間、お仕事やご多忙の方に、好都合の一日置き、夜間開催！！）

講　師 中小企業診断士　飯島 大久氏 (第１日目) …テーマ 創業のポイントとは
中小企業診断士　藤田 泰一氏 (第２日目) …テーマ 経営の基礎知識
中小企業診断士　藤田 泰一氏 (第３日目) …テーマ 創業時の経営計画の立て方

申込先 ★富士吉田商工会議所 0555-24-7111 ★郡内地域中小企業支援センター 0554-43-7444

新規開業や現在の企業の経営革新、新分野へ乗り出したい方々に、
専門家が様々な手法のアドバイス塾を開講します。

■弁護士相談会 隔月郡内を巡回します

■経営専門家相談 毎月郡内を巡回開設します

■第３土曜相談会 毎月郡内を巡回開設します

あなたの身近な

願書受付期間 第１次試験 概 　 　 　 要

2 等陸・海・空士

曹 　 候 　 補 　 士
（陸・海・空）

一 般 曹 候 補 学 生
（陸・海・空）

航 　 空 　 学 　 生
（海・空）

防 衛 大 学 校 学 生

防衛医科大学校学生

看 　 護 　 学 　 生

自 衛 隊 生 徒

8月5日～

9月6日

9月5日～9日

9月12日～
10月11日

9月12日～

10月11日

H14年11月5日
～

H15年 1月7日

9 月24日（女子）
9 月17・18日
いずれかの一日

（男子）

9 月14日

9 月21日

9 月22・23日

11月9・10日

11月2・3日

10月22日

H15年1月11日

2年又は3年を1任期として採用
曹・幹部への道も有り

入隊後3年経過以降3等陸・海・空曹へ

入隊後2年で3等陸・海・空曹へ昇任

ジェット機・レシプロ機・ヘリコプター等のパ
イロット養成コース
入隊後6年で幹部昇任

卒業後1年で幹部自衛官に昇任

医師免許取得後は幹部自衛官に昇任

看護師免許取得後2等陸曹に昇任し、各地の
自衛隊病院で勤務

入隊後4年で3曹へ昇任

18歳以上

27歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

高卒（見込）
21歳未満の者

18歳以上
24歳未満の者

高卒（見込）
24歳未満の者

中卒（見込）
17歳未満の男子

区分
資格募集種目

問合せ先 大 月 募 集 事 務 所　大月市御太刀2-8-10 TEL 0554－22－1298

平成14年度 自衛官募集案内

新規開業・新分野開拓・経営革新などをめざすあなたの応援セミナー

推
薦
一
般



8 月 の 納 税

平成14年８月１日（12）みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
企画財政課広聴広報係　　５２－２１１１内線１６☎

印刷：㈲ 印刷エトリ

佐藤　里保
り ほ

ちゃん（馬場）

平成13年９月９日生

父 照敏さん　母 真紀さん

平成14年８月1日

第260号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

人口　2,163人　男　1,064人　女1,099人　世帯数592（H14. 7. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

6,514

4 ,238

189

806

62 ,298

74 ,045

6月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤　有光さん（竹之本）

大正12年３月20日生

村 県 民 税（第2期）

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

上
白
井
平
　
水
越
　
裕
貴
く
ん水

越
嘉
光

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

長
　
　
　
又
　
　
原
田
エ
ツ
子
　
75
歳

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

8月 主な行事

4日　体験農園収穫祭
6日　育児教室

交通安全街頭指導 PM 3：00 道の駅
9日　水源の森国際音楽祭　～10日
11日　青少年育成ゲートボール大会
14日 盆踊大会・於村民グランド

道の駅野菜収穫祭
ます釣大会・神地デイリー前

20日 育児教室
22日 訪問審査

23日 防災訓練説明会
24日 資源ゴミ収集日
26日　小中２学期始業式

リハビリ教室
心配ごと相談 PM1：00
農業委員会 PM3：00
民生委員会 PM3：00

30日　教育委員会
31日　村県民税第２期納期

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

大
　
室
　
指
　
　
　
　
佐
藤
　
健
太

富
士
吉
田
市
　
　
　
　
山
口
佳
奈
子

（

慶

弔

◇
六
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

久
　
　
　
保
　
　
　
　
山
口
　
　
茂

埼
　
玉
　
県
　
　
　
　
高
橋
美
智
子

（
下
善
之
木
　
　
　
　
杉
本
　
大
輔

静
　
岡
　
県
　
　
　
　
佐
藤
　
美
保

（
下
善
之
木
　
　
　
　
杉
本
　
純
哉

甲
　
府
　
市
　
　
　
　
伊
藤
由
貴
子

（

平成14年就業構造基本調査に
ご協力ください。

就業構造基本調査は国勢調査と同様
に５年ごとに実施している周期調査で
10月１日に実施します。
今回の調査は14回目になります。

調査については調査区が抽出された大
野地区を行います。調査員さんが伺い
ますのでご協力をお願いします。

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

大
栗
　
　
金
子
　
積
江
さ
ん


